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質 問 通 告 表（一 般 質 問）

令和８年第３回定例会

発言

順序
氏 名 発 言 要 旨

１ 東 川 孝 義

９月９日 (水)

１ 名寄市総合計画（第２次）後期計画の仕上げに向けて

（１）後期計画で設定した主な施策の成果について

（２）後期計画推進におけるＳＤＧｓ取組の運用評価について

（３）第３次総合計画に継承する施策について

２ 名寄市公共施設等再配置計画の見直しについて

（１）短期計画期間における施策相違点の対応について

（２）都市機能誘導区域設定後の推進経過について

（３）名寄まちなか未来宣言との整合性について

２ 今 村 芳 彦

９月９日 (水)

１ ＤＸの推進にかかわって

（１）ＤＸの現状と課題

（２）ＤＸ推進計画の進捗状況

（３）ＡＩの導入に向けて

３ 東 千 春

９月９日 (水)

１ なよろ健康の森のさらなる利用促進について

（１）今年度の利用状況と特徴的な傾向について

（２）体験教育や合宿としての利用について

（３）トムテ文化の森の活用と「トムテ」のイメージについて

（４）ＢＭＸコースの今後、又新たな施設整備の考えについて

２ 名寄市に住む外国人について

（１）名寄市に住む外国人の働く状況について

（２）語学の状況とサポート体制について
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発言

順序
氏 名 発 言 要 旨

４ 高 橋 伸 典

９月９日 (水)

１ がん患者の社会参加への支援について

（１）アピアランスケア助成事業の推進について

２ 防災啓発について

（１）防災・避難誘導アプリ「みたチョ」の周知・活用について

（２）「地区防災計画」の啓発について

３ 手数料・延滞金・督促手数料などの郵便手数料について

（１）現状の運用と対策について

（２）一括郵送について

（３）電子納付について

５ 水 間 健 詞

９月 10 日 (木)

１ 人口減少時代の地域産業の最適解とは

（１）人手不足と地域経済の将来について

（２）担い手減少と名寄農業の将来について

（３）省力化・生産性向上への支援について

６ 近 藤 友 美

９月 10 日 (木)

１ 名寄市電子地域通貨ヨロカの今後の展開について

（１）ヨロカ導入後の成果と現状について

（２）ヨロカに対する市の今後の支援について

２ 交通安全対策について

（１）本市における交通安全対策の現状について

（２）交通安全指導員等の活動と担い手の確保について
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発言

順序
氏 名 発 言 要 旨

７ 川 村 幸 栄

９月 10 日 (木)

１ 安全性を大前提に公共性を重視した鉄路を

（１）交通・移動の権利を保障することについて

（２）ＪＲ北海道が設置した収益向上策を考えるプロジェクト

チームについて

（３）道のイニシアチブで国の関与を求めることについて

２ 高齢者の熱中症対策について

（１）今夏の現状について

（２）クーリングシェルターの活用状況について

（３）温暖化の対応について

８ 谷 聡

９月 10 日 (木)

１ 地域おこし協力隊・農業支援員の現状と今後について

（１）農業支援員のこれまでの委嘱者数等の推移について

（２）委嘱期間終了後の定住促進に向けた課題と今後の展望に

ついて

２ 下水道事業経営戦略等について

（１）ストックマネジメント計画の推進状況について

（２）効率化・経営健全化の取組について

（３）「全国特別重点調査」の結果について
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発言

順序
氏 名 発 言 要 旨

９ 倉 澤 宏

９月 11 日 (金)

１ 司法過疎対策について

（１）法律事務所設置に向けた取り組みについて

（２）法律事務所への支援について

２ 旭川空港を拠点とした地域振興について

（１）名寄市立大学の振興施策について

（２）旭川空港間の直行バス運行について

３ 名寄市立地適正化計画について

（１）誘導地域への誘導施策の推進状況とモニタリング計画の

達成状況について

（２）計画の評価と見直しについて

10 山 崎 真由美

９月 11 日 (金)

１ 命と健康を守る、安全・安心・快適な公共施設の環境整備

について

（１）公共施設へのエアコン設置について

（２）市役所庁舎へのエアコン設置について

（３）熱中症対策を補完するウォータークーラーの設置について

２ 交通弱者に対する公共交通の整備について

（１）高齢者や運転免許証を持たない人が利用しやすい公共

交通について

（２）スクールバスを活用した公共交通の確保策について

（３）ＡＩオンデマンドバスの展開の見通しについて

11 中 畠 孝 幸

９月 11 日 (金)

１ 名寄市立大学法人化後の発展に向けて

（１）学会開催について

（２）志願者にとっての魅力増強について

（３）定員や学科の見直しについて


